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葛根湯の作用機序の検討　その 1
一
イヌの体温と免疫能につ いて
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匚目的］葛根湯の 効果を科学的に解明する ため、比較方剤として補中益気湯を選び、イヌ の

体温及び免疫能との 関連性につ い て特にマ クロ フ ァ
ー

ジ（M φ）活性（貪食能）に着目して検討

した 。

［方法］葛根湯水製抽出液（満量 25g相当量を1 日量45mL × 2回＝90mL 中に含む）及び補中

益気湯水製抽出液（満量 21．5g相当量を1目量 30mL 　X3 回＝90mL 中に含む）を使用 した 。 投
ftJ・

量は成人の摂取量をもとに、葛根湯水製抽出液0．75mL1回／k9 体重を朝晩の 2同、 補中益気湯

水製抽出液は 0．5mL1回1k9体重 を朝昼晩3回ノ日と し強制経口投与した 。 対照群に は蒸留水を

同様に投与 した （各群 n ＝5）。 投与期間は 3日間 と した。体温 （直腸温）は
、 各日投与直前 、 投与

後15分、30分及び 45分に測定した 。 血液中 M φ貪食能測定は試験開始時、試験開始後1目 、

2 日、3日及 び 7 日目 に行 っ た。各測定 Llに は投 5・後1時間目及び2時間目を含めて合計7回採

血 し、血液中 M φを分離して ラ テ ッ ク ス ビース （RB）に 1時間感作させ、貪食能として M φ1

個当た り貪食した RB の平均貪食数（個！細胞）及び RB を1個以 ヒ貪食した M φの割合（平均

貪食率（e／」））の 2項目を測定した。貪食能2項 目及び体温測定結果に つ い て統計学的解析に よ

り比較 した。

［結果］体温につ い て は、葛根湯群で は対照群と比較して投
tj−　1日目、2日目及び3 日目の 全

測定時点で有意に高い 数値を示 し、補中益気湯群は同様の 比較で 1 凵目30分、45分及び投ラー

3 日目15分及び 30分で有意に高かっ た 。 また、M φ貪食能につ い て は、葛根湯群は貪食数で

は投与後2日凵2時間値か ら、貪食率で投与後 11．｛目2時間値か ら7 日間迄 の 各測定時点で 、

それぞれ対照群と比較して有意に高い 数値を示 した。一
方、補中益気湯液群 で は M φ貪食数

及び貪食能共に試験開始時との 比較並び に対照群との比較に お い て有意差はなか っ た。

［考察1以 ヒの 結果よ り、葛根湯は体温の 上昇と共に、生体の 防御因子で ある M φの貪食能

活性を向．Eし、免疫能を高め る こ とが明らかにな っ た。すなわ ち、かぜ ウイル ス や イ ン フ ル

エ ンザ ウ イル ス等の増殖抑制に よ り、か ぜ 症候群罹患時の諸症状の改善に寄与 して い る こ と

が示唆された。
．一
方、補中益気湯につ い て は体温の上昇は見られる も、 M φの 貪食能の活性

化は確認で きなか っ た。補中益気湯の免疫賦活作用 は知られて い るとこ ろであるが、今回の

検討で は、少なくとも M φの 貪食能活性 に は関与して い ない こ とが示唆された。
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